
水
の
日
・
水
の
週
間
で
記
念
行
事

水
の
恩
恵
と
リ
ス
ク
を
再
認
識

再
生
水
の
有
効
利
用
ア
ピ
ー
ル

国

土

交
通
省
先
人
に
学
ん
で
打
ち
水
大
作
戦

「
水
の
日
」
の
記
念
行
事
と
し
て
「
水
を
考
え
る
つ
ど
い
」
（
水
循
環
政
策
本
部
・
国
土
交
通
省
・
東
京
都
・

水
の
週
間
実
行
委
員
会
主
催
）
が
八
月
一
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
行
政
・

業
界
関
係
者
ら
約
三
百
名
が
一
堂
に
集
い
、
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
な
ど
を
通
じ
て
水
の
恩
恵
と
リ
ス
ク
に
対
す
る
認
識
を
深
め
た
。
ま
た
水
循
環
基
本
法
に
よ
る
健
全
な
水
循
環

の
維
持
・
保
全
・
創
出
へ
官
民
連
携
に
よ
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

水
資
源
の
有
限
性
や
水
の

大
切
さ
、
水
資
源
開
発
の
重

要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
毎

年
八
月
一
日
を
「
水
の

日
」
、
こ
の
日
を
初
日
と
す

る
一
週
間
を
「
水
の
週
間
」

と
し
て
地
方
公
共
団
体
・
関

係
団
体
の
緊
密
な
協
力
を
得

な
が
ら
多
彩
な
記
念
行
事
が

全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い

る
。
と
く
に
平
成
二
十
六
年

に
施
行
さ
れ
た
水
循
環
基
本

法
で
「
水
の
日
」
は
健
全
な

水
循
環
の
重
要
性
に
つ
い
て

国
民
の
意
識
を
高
め
る
日
と

し
て
法
定
化
さ
れ
て
い
る
。

当
日
の
記
念
行
事
で
は
藤

田
耕
三
国
土
交
通
事
務
次
官

が
壇
上
に
立
ち
「
こ
の
一
年

を
振
り
返
る
と
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
。
水
は
命
の
恵

み
で
あ
る
一
方
で
洪
水
・
渇

水
な
ど
の
災
い
を
も
た
ら
す

も
の
だ
。
近
年
で
は
記
録
的

大
雨
が
発
生
し
て
お
り
、
水

の
リ
ス
ク
が
強
く
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
将

来
に
わ
た
っ
て
水
の
恩
恵
を

享
受
し
て
い
く
に
は
健
全
な

水
循
環
の
維
持
・
保
全
が
不

可
欠
だ
。
諸
問
題
の
解
決
へ

関
係
者
は
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
日
の
記
念
行
事

が
国
民
の
水
循
環
へ
の
理
解

を
深
め
る
一
助
と
な
る
こ
と

を
祈
念
す
る
」
と
石
井
啓
一

国
交
相
の
あ
い
さ
つ
を
代
読

し
た
。
続
い
て
中
島
高
志
東

京
都
都
市
整
備
局
理
事
が
小

池
都
知
事
の
あ
い
さ
つ
を
代

読
し
、
虫
明
功
臣
水
の
週
間

実
行
委
員
会

会
長
（
東
京

大
学
名
誉
教

授
）
が
あ
い

さ
つ
し
た
。

こ
の
あ
と

全
日
本
中
学

生
水
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
応

募
総
数
一
万

二
千
七
百
六

十
編
の
中
か

ら
最
優
秀
賞

（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受

賞
し
た
福
岡
教
育
大
学
附
属

福
岡
中
学
校
一
年
の
宇
野
誠

洋
君
の
作
文
が
朗
読
さ
れ

た
。
ま
た
虫
明
会
長
が
「
一

九
六
四
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
前
に
し
た
水
危
機
の
克
服

〜
政
官
民
が
英
知
を
結
集
し

た
対
応
〜
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
平
常
時
の
備
え
、
あ

る
い
は
渇
水
な
ど
の
緊
急
時

に
市
民
が
取
り
組
む
べ
き
行

動
に
つ
い
て
提
案
。
笹
川
み

ち
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
水
ま
ち

づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
理
事
と
溝

口
宏
樹
内
閣
官
房
水
循
環
政

策
本
部
事
務
局
長
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
尾
根

田
勝
東
京
都
水
道
局
浄
水
部

長
、
金
尾
健
司
独
立
行
政
法

人
水
資
源
機
構
理
事
長
、
平

林
由
希
子
芝
浦
工
業
大
学
土

木
工
学
科
教
授
、
渡
邉
紹
裕

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
熊
本

大
学
特
任
教
授
ら
が
「
渇
水

を
通
じ
て
水
の
有
効
利
用
を

考
え
る
〜
水
を
賢
く
使
う
、

長
く
使
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に

活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広

げ
た
。

国
土
交
通
省
は
八
月
五

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
正
面
玄
関

前
で
「
水
の
週
間

打
ち
水

大
作
戦
in
国
土
交
通
省
」
を

繰
り
広
げ
た
。
石
井
啓
一
国

交
相
や
「
水
の
天
使
」
ミ
ス

日
本
の
西
尾
菜
々
美
さ
ん
を

は
じ
め
同
省
幹
部
ら
が
一
斉

に
参
加
し
、
水
を
賢
く
使
う

先
人
の
知
恵
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
再
生
水
な
ど
の
有

効
利
用
を
率
先
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

打
ち
水
大
作
戦
は
平
成
十

五
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

で
つ
く
る
打
ち
水
大
作
戦
本

部
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対

策
や
水
の
二
次
利
用
、
健
全

な
水
循
環
へ
の
関
心
を
喚
起

す
る
取
り
組
み
と
し
て
全
国

的
に
実
施
。
風
呂
の
残
り
湯

や
下
水
再
生
水
な
ど
水
の
有

効
利
用
を
基
本
原
則
と
し
て

お
り
、
同
省
も
職
員
な
ど
の

意
識
の
向
上
へ
平
成
二
十
七

年
以
来
四
年
ぶ
り
に
復
活
さ

せ
た
。
前
回
の
実
施
時
に
は

路
面
温
度
が
約
六
℃
下
が
っ

た
と
い
う
。

当
日
は
西
尾
さ
ん
の
掛
け

声
で
バ
ケ
ツ
か
ら
ヒ
シ
ャ
ク

で
水
を
す
く
っ
て
一
斉
に
打

ち
水
を
開
始
。
そ
の
結
果
、

気
温
は
開
始
前
の
三
三
・
一

度
か
ら
三
二
・
七
度
へ
約
〇

・
四
度
下
が
っ
た
。

終
了
後
、
石
井
国
交
相
は

「
今
回
は
時
間
の
関
係
で
日

陰
で
の
開
催
と
な
り
、
気
温

へ
の
効
果
も
思
っ
た
よ
り
小

さ
か
っ
た
が
、
日
な
た
で
開

催
し
て
い
れ
ば
も
っ
と
高
い

効
果
を
得
た
は
ず
だ
。
水
の

日
や
水
の
週
間
を
通
じ
て
先

人
た
ち
の
知
恵
を
学
び
、
再

生
水
な
ど
を
有
効
利
用
し
た

取
り
組
み
が
さ
ら
に
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

パークタワーホールに３００名集う

藤田事務次官虫明実行委会長

水の天使・西尾さん石井国交相
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